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【菩薩半跏像　全身　正面（修理後）】
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天平時代の脱活乾漆像の東限を大幅に塗り替えた本菩薩半跏像は平成10年に
横浜市金沢区の龍華寺境内土蔵から偶然発見された。発見時、頭、体、四肢が
分離していたため、精査する機会が限られ、いまだ技法に不明なところを残す
作例の貴重な観察をすることが出来た。その後、修理を経て往時の姿に復する
こととなった調査報告。
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24　菩薩半跏像　頭部内　後頭部の造作（修理前）


